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 「第３次中野市行政改革集中改革プラン（令和２年度中間点検）」に対し、ご意見・提言等をお寄せい

ただき誠にありがとうございました。 

 いただいたご意見・提言等に対する市の考え方は別紙のとおりです。頂戴したご意見等については、

今後の中野市の行政改革の参考とさせていただきます。 

 

 

１ 意見聴取期間  令和２年 11月1６日（月）～令和２年 12月８日（火） 

 

２ 意見提出方法  郵送、FAX、電子メール及び持参による方法 

 

３ 意見・提言等の結果 

 （１）提出者数   7名 

 （２）意見総数  13件 

 

４ 意見とそれに対する市の考え方  別紙のとおり 

 

 

 

 

  

「第 3 次中野市行政改革集中改革プラン（令和２年度中間点検）」 

に対する意見・提言等について 

問い合わせ先 
 

中野市 総務部 政策情報課 行政管理係 

 電 話  ０２６９－２２－２１１１（内線４０１） 

 ＦＡＸ  ０２６９－２６－０３４９ 

 電子メール gyosei@city.nakano.nagano.jp 
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「第３次中野市行政改革集中改革プラン（令和２年度中間点検）」に対する 

意見・提言とそれに対する市の考え方 

 

プラン№ 
1 

２ 
プラン名 

市税の収納率の向上 

国民健康保険税の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（税務課・福祉課） 

・コロナ禍の影響により、当面厳しい状況が

見込まれますが、基本的には正しい情報を

基に法令による早期の未納解消に努めま

す。 

・計画としては「市税滞納整理計画」を毎年

更新しており、市全体の公金収納について

も「中野市公金収納推進本部」で引続き研

究いたします。（R3 年度から市税及び国民

健康保険税でスマホ収納を導入予定） 

 

 

プラン№ 3 プラン名 後期高齢者医療保険料の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（福祉課） 

・更なる収納率及び利便性の向上を図るた

め、令和３年度からコンビニ収納を開始し、

また、スマホ収納も導入予定です。 

・そのほか、滞納者へは保険証更新時に折衝

の機会を設け解消に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙

￥ 



3 

 

プラン№ ４ プラン名 介護保険料の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（高齢者支援課） 

・介護保険料納付に係る被保険者の利便性向

上のため、令和３年度からコンビニ納付及

びスマホによる電子マネー払いを導入予定

です。 

 

 

プラン№ ５ プラン名 保育料の収納率向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（保育課） 

・保育料の滞納については、児童手当からの

徴収を強化するなど、引き続き収納率向上

に努めます。 

 

 

プラン№ ６ プラン名 市営住宅等使用料等の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（都市計画課） 

・滞納者本人に対する納付指導を強化するこ

とに加え、連帯保証人に対し債務履行請求

を行う事で収納率の向上に努めます。 

・連帯保証人について、現在は自然人のみ可

能としていますが、民間の家賃保証事業者

等の法人である場合も可能とし、債権回収

の強化を図ります。 
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プラン№ 
７ 

8-3 
プラン名 

水道料金の収納率の向上 

下水道使用料の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（上下水道課） 

・今後も、職員は専門機関等が実施する料金

滞納対策等に関する各種講習会に積極的に

参加し、知識を身に付け、収納率の向上に

努めます。 

・新しい時代のプランについても、そういっ

た講習会や、他市町村との情報を共有して

いく中で、中野市の収納率向上に寄与する

方法等があれば、検討、研究いたします。 

 

 

プラン№                     8-3 プラン名 下水道使用料の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

・H26～27 年度頃は 95％以上の収納率でしたが、その

後 85％に低下していますが、その理由は何でしょうか。 

・水道料金と併せて請求しているのであれば、水道料金の

収納率と同程度にならないのでしょうか。 

（上下水道課） 

・当市では水道料と下水道使用料を一緒に納

入していただいていることから、最初に全

てが水道会計に入金され、次月に下水道会

計に振替を行います。 

・３月入金分の下水道使用料は４月に振替と

なりますが、平成 28 年度から下水道事業

が企業会計に移行したことから、出納整理

期間がなくなり、3 月末日で決算となり、

４月振替分は未収金として扱われることか

ら、収納率が低下した形となっております。 

・４月振替分（3 月入金分）を合わせた下水

道使用料の収納率は令和元年度では

93.9％となります。 

・また、法適用前の出納整理期間である令和

２年５月末までの収納率で計算すると、上

水道 99.3%、下水道 99.1%となります。 
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プラン№ 

9-1 

9-2 

9-3 

プラン名 

下水道事業受益者負担金・分担金の収納率の向上（負担金） 

下水道事業受益者負担金・分担金の収納率の向上（分担金） 

農業集落排水事業受益者分担金の収納率の向上 

意見・提言等 市の考え方 

〇各プランの収納率の向上について 

・これまでの地道な取り組みにより、高い収納率が確保さ

れていると考えられます。 

・これらのプランは、自主財源の確保に欠くことが出来な

い取り組みと考えます。これまでの取り組み状況や結果

などを分析し、今後も継続して取り組んで頂きたい。 

・コロナ禍後の経済がどうなるのか不明ですが、経済環境

が悪化し収納率の低下が予想されます。これまでに培っ

たノウハウを活かして新しい時代のプランを検討して

はどうでしょうか。 

（上下水道課） 

・今後も、職員は専門機関等が実施する受益

者負（分）担金や料金滞納対策等に関する各

種講習会に積極的に参加し、知識を身に付

け、収納率の向上に努めます。 

・新しい時代のプランについても、そういっ

た講習会や、他市町村との情報を共有して

いく中で、中野市の収納率向上に寄与する

方法等があれば、検討、研究いたします。 

 

 

プラン№                     25 プラン名 ぽんぽこの湯、もみじ荘、まだらおの湯の利活用 

意見・提言等 市の考え方 

・当該施設の経営状況はかなり厳しいものがあると思いま

す。現在はコロナ禍の中で利用者の減少で特に厳しいと

思います。 

・これら施設のあり方を検討する時、時代の状況・要請も

あると思いますが、経営状況が悪いから即廃止ではなく

慎重な審議・検討をお願いしたい。 

（営業推進課・地域振興課） 

・温泉施設は、市民のふれあいと健康の増進

も設置目的の一つであるため、次回の指定

管理者募集までに利用者や経営の状況な

ど、総合的に判断いたします。 

 

 

プラン№ 27 プラン名 北部子育て支援センターの移転 

意見・提言等 市の考え方 

・プラン 27 に関連して、支援施設の充実に加え、利用方法

向上の重要性、他市在住、中野市勤務地時に、中野市に移

住すべく家を建築したが、中野市転居時にスムーズに働

けるよう未満児の保育園入園申込を行おうとしたところ

受付けてもらえなかったという事例あり。 

・中野市に住民票を移す前のことから規程上やむないケー

スとも思うが、施設の検証と併せ運用方法の見直しも市

民生活の向上、子育て支援の観点から大切。 

（保育課） 

・市内に転入される方に対し、保育所入所申

込がスムーズに行えるよう配慮いたしま

す。 

（現在は転入前の申込を受け付けています。

ご意見は、待機児童発生時の事だと思われ

ます。） 

 

 

 

 

 



6 

 

プラン№ 46 プラン名 小学校跡地の利活用 

意見・提言等 市の考え方 

〇R２年度（後期）、取組実績（予定） 

・各統合準備委員会につきましては、高社小学校区は解散

をしていると思われます。 

・豊田小学校区は、11 月 26 日に最後の統合準備委員会

を行いました。今後、各統合準備委員会とは意見交換は

出来ないと思います。 

（政策情報課） 

・学校統合と跡地利活用の議論は切り離して

進めてきたものであり、基本方針が未定で

あったことから、結果として意見交換する

機会はありませんでしたが、今後方針を決

めた場合は委員を含め、市民の皆様のご意

見をお聞きすることとしております。 

 

 

プラン№ 46 プラン名 小学校跡地の利活用 

意見・提言等 市の考え方 

・「各統合委員会や地元住民の意見を聞き」とあるが、どの

ような方法で聞かれるのか。 

〇コロナ禍の中、会議が開催されない場合をふまえ提言い

たします。 

・平成 27 年から 10 年のうちに 20％の公共施設の削減

を目指す「公共事業適正化計画」ですが、県下でも有数

の厳しい数値ですが、半期を終える今年度末はどのくら

いの達成率となりますか。 

・その時の社会情勢に見合った改革をする行政改革の中

で、相次ぐ災害、コロナ禍で、避難所としての公共施設

という観点や、地域活性化としての拠点という観点で

も、この 20％削減率や、期間をもう一度考え直した方

がいいと考えます。 

（政策情報課） 

・状況にもよりますが、地元説明会(意見交換

会)の開催を予定しております。 

・今年度末までに、建替えや一部取り壊しに

より縮減する施設数と建替えや増築等によ

り増加した施設数の増減の合計では、延床

面積は 6,208.33 ㎡の減であり、20％縮

減目標に対し 2.93%の縮減率となります。 

・「公共施設最適化計画」は、財政面も含め公

共施設の在り方を再度考えるための計画と

なっております。計画の見直し等について

は、今後も施設毎の状況について精査し、

市民等からご意見をお聞きしながら検討い

たします。 

 

 

プラン№ 4７ プラン名 働きやすい職場環境づくり 

意見・提言等 市の考え方 

・神経を使う仕事は特に環境と周りの理解が必要だと思い

ます。重圧にならないよう、皆さんで共有して欲しいで

す。 

（庶務課） 

・個々の職員に過度な負担が生じることがな

いよう、柔軟的に業務配分を見直し、各職

員の担当業務の進捗状況の職場全体での把

握などを行っております。引き続き職員が

働きやすい職場づくりに努めます。 
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プラン№ 48 プラン名 一般職非常勤職員(会計年度任用職員)の適正配置 

意見・提言等 市の考え方 

・コロナ禍のせいでしょうが、人の出入りも少ないのに職

員が４人もいらないのではと思う所があります。 

（庶務課） 

・まずは、施設の利用状況に即した休館日、

利用時間の設定等、運営方法に関する見直

しを行い、見直し後の施設運営に必要とな

る職員数を配属することを検討いたしま

す。 

 

 

その他 企業誘致、産業振興について 

意見・提言等 市の考え方 

・県内外より、工場施設、流通拠点、商業施設等の候補

地として中野市に興味を示す事例がある。 

・希望面積が 1,000～3,000 坪がニーズの高い広さに

なるが、なかなか広い土地がなくマッチングが難し

い。 

・農振地域、開発規制等があるのは当然であるが、産業

振興に向けた柔軟な対応が求められている。 

（営業推進課） 

・現在、市の工業団地に余地がないため、市

が支援しながら民間主導で開発を進めてい

ただく等の対応を行っております。企業等

からの希望に沿えるよう関係機関と連携を

図りたいと考えております。 

 

 

その他 自主財源の確保について 

意見・提言等 市の考え方 

・自主財源の確保ということで市税や各種保険料、各種

料金の収納率の向上を目標にかかげて適切にとりくま

れている様子がうかがえますが、このコロナ禍の中で

滞納者が増えるのではないかと危惧をしております。 

・こうした市税等の収納率の向上に向けたとりくみはも

ちろん重要ですが、その一方でふるさと納税による

「外貨獲得」にさらに注力したり(今年４～10 月で対

前年比 51.6％と大幅に伸長している「巣ごもり特需」

をこれからも継続的に購入していただけるようなリピ

ーターとして確保をしていく)、市外への「資金流出」

を減らすような地産地消による市内(もしくは山ノ内町

や小布施町も含めた広域)の経済循環のしくみづくりも

推進すべきと考えます。 

・私は後者については「エネルギーの地産地消」が最も

重要なとりくみになるのではないかと考えますが、既

にとりくまれている茸残渣によるバイオマスタウンの

推進に加えて、太陽光発電の促進、とりわけ豊田地域

など中山間地域の農業振興にも役立つソーラーシェア

リングの推進を検討していただきたいと思います。 

（政策情報課） 

・人口減少により市税収入の増加が見込みに

くい状況下で、コロナ禍が追い打ちをかけ

る形となっており、自主財源の確保が財政

運営における最重要課題の一つであるた

め、ご提案の内容をふまえ、幅広い観点から

検討いたします。 
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・政府が新たな政策目標として掲げた脱炭素社会の構築

をめざし、他の市町村に先駆けて「脱炭素型のエネル

ギーの地産地消」のモデル構築にとりくんでくださ

い。 

 

 

その他 歳出の見直しと公共施設の最適化について 

意見・提言等 市の考え方 

・歳出の見直しと公共施設の最適化ということで少子高

齢化に対応した持続可能な財政運営に向けたとりくみ

が着実にすすめられていることを率直に喜ばしく思い

ます。 

・しかし、その多くが豊田地域に関係していることに合

併前の豊田村時代の「負の遺産」の産物とはいえ、ど

うしても違和感を抱いてしまいます。 

・私がかかわっている豊田地域運営協議会(いわゆる「小

さな拠点づくり」)が実施した住民アンケートにも「中

野市と合併してから行政サービスは低下し、(中略)この

先この地域に住む必要性が感じられない。中野市とし

ても豊田地区や中野市全体を盛り上げようとする気を

全く感じない。策すらないのか？ 少子高齢化しきっ

た豊田地区の未来には不安しかない。(後略)」といった

20 代男性の記述などがあり、こうした不安を抱く若者

の市外転出により人口減少に拍車がかかるのではない

かと危惧しています。 

・「小さな拠点づくり」をすすめる上でも地域住民の地域

への愛着に根差したシビックプライドは不可欠のもの

であり、そのためにも持続可能な地域の未来に対する

ビジョンを示すなり、住民と一緒にビジョンづくりを

すすめたりすることで、豊田地域など中山間地域住民

の「置き去られ感」を払拭するような施策をお願いし

ます。 

・そのようなとりくみを通じて、中野市が大町市に続い

て県内市町村２例目の「SDGs 未来都市」となること

を願っています。 

（政策情報課） 

・「小さな拠点づくり」は、豊田地域住民の日

常生活における困りごとや不便に感じる事

など、住み続けるために必要な事項などを

整理し、地域住民が主体となった対応策を

探る事にあります。今後も市民の皆様と共

に住みよさで選ばれるまちを目指し、各種

施策に取り組みます。 

・「第 2 期中野市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」において「SDGs を原動力とした取

組」を重点施策として掲げており、持続可能

なまちづくりと地域活性化に取り組み、地

元住民の意見等を参考にしながら進めま

す。 
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その他 組織の最適化について 

意見・提言等 市の考え方 

・組織の最適化についてはとても難しい課題ですが、職

員の労働生産性(マンパワー)の向上を促がす施策がどの

ような方法でどのように実施されているのか、正直い

って全く見えてきません。 

・とりわけデータに基く政策立案(いわゆる「ＥＢＰＭ」)

の基本的要件となるＩＣＴ活用能力の習得はこれから

の行政マンに必須のものであると考えられますので、

持続可能な地域の未来に対するビジョンづくりを地域

住民と一緒にすすめる際などにデータの「見える化ツ

ール」として活用されている地域経済分析システム(Ｒ

ＥＳＡＳ)を使うなどして、職員のＩＣＴ能力向上を促

がして欲しいと思います。 

（庶務課） 

・ご意見のとおり、ICT 活用能力は職員が習

得すべき能力であると認識しております。

今後、政策立案に携わっていない職員を含

め、ICT を利用した政策立案に関する研修

を行うなど、職員の能力向上に努めて参り

ます。また、ICT 能力向上の基礎となる専

門的・高度な PC 操作技術の習得など、個

人能力のスキルアップに努めます。 

 


